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竜山石の文化・みなとのまち
情報発信事業
市民や観光客に対し、「竜山石の文化」と
「みなとのまち」をわかりやすく、かつ深く
理解してもらう情報を発信するため、映像・
画像をまじえて歴史文化を紹介するコンテン
ツを制作し、観光案内ＨＰ内にリンクした。
次年度以降に多言語対応の観光案内ＨＰの作
製をするため、既存ＨＰのコンテンツを充
実・拡大し、大幅なリニューアルを実施する
予定である。

文化財施設の見学・活用事業の実施学校数：
0校(H28)→16校(H31)

文化観光ガイド育成事業

観光客に、高砂市の歴史、文化を正しく理解
してもらうために、文化観光ガイドの養成講
座を実施し、人材育成に取組んだ。既存のガ
イド団体構成員が主に参加し、公募も行い、
幅広い人材の確保に努めた。将来的には外国
語によるガイドが可能となるよう、インバウ
ンド対応の講座を開催する予定である。

文化観光ガイドの登録者数：10人(H28)→30人(H31)

・市民や海外旅行者などの来訪者に
向けて地域の魅力を発信する

・後継者の育成を図りながら観光を
通じた地域の再生に取組む

・観光拠点を明確にし市域全域に点在
する資源をつなげる必要がある

・来訪者が歴史文化の価値や魅力を感
じられる取組みが不十分である

① ＨＰによる情報発信の拡張
観光案内ＨＰ内に竜山石関連ページを組込むことで、高砂市に関心を持
つ閲覧者がダイレクトに情報を得ることができるようになった。観光情
報だけでなく、歴史文化の魅力を感じてもらえる機会となった。

② ガイド育成による人材確保
参加者は既存のガイド活動にとどまらない幅広い知見や接遇のあり方等
を学ぶ機会となり、地域の歴史文化の魅力を広めてもらえる人材の育成
につながった。また、既存団体間の連携を図ることもできた。

高砂市は、市域中央の山地で1700年以上採石されてきた「竜山石の文化」、川
と海の結節点に築かれ文化・経済の交流拠点となった「みなとのまち」をはじめ、
4つの関連文化財群の保存・活用を図りながら、市民が地域に誇りをもち、資源
を顕在化し再生していくことを基本方針としている。地域の個性をまちづくり・
ひとづくりの中で活かしながら、地域づくりや活性化を図っていく。


